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相生市議会だより

　

九
月
定
例
会
は
九
月
八
日

か
ら
九
月
十
七
日
ま
で
の
十

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
報
告

三
件
、
補
正
予
算
三
件
、
事

件
案
件
一
件
、
人
事
案
件
二

件
、
陳
情
一
件
、
意
見
書
一

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

陳
情
一
件
を
除
き
、
他
の

す
べ
て
の
案
件
は
、
可
決
、

了
承
等
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

主
な
も
の
は
七
～
八
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
各
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
六
次
相
生
市
総
合
計
画
の

基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
総
合
計
画
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の

審
査
結
果
は
十
二
月
議
会
に

お
い
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
六
人
の
議

員
が
行
い
、
市
当
局
の
現
状

方
針
等
考
え
方
を
た
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
二
～
五
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

九
月
議
会
か
ら
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校
区
外
・
区
域
外
就

学
許
可
基
準
に
つ
い

て
、
今
後
の
考
え
方
は
。

　

部
活
動
に
入
部
す
る

た
め
に
、
校
区
外
・
区

域
外
就
学
を
認
め
る
要
件
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

理
由
と
し
て
は
、
①
校
区

外
の
学
校
に
毎
日
安
全
に
通

学
す
る
こ
と
が
担
保
で
き
な

い
こ
と
。
②
許
可
す
る
場
合

は
、
通
学
方
法
の
確
保
や
そ

れ
に
伴
う
負
担
は
家
庭
に
求

め
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
家

庭
の
事
情
に
よ
り
そ
の
実
現

に
大
き
な
差
が
予
想
さ
れ
、

公
平
な
適
用
が
で
き
な
い
こ

と
。
③
青
少
年
期
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
は
重
要
で
は
あ
る

が
、
個
人
の
嗜
好
に
よ
り
学

校
選
択
を
認
め
て
い
く
こ
と

は
、
生
徒
数
が
根
拠
と
な
る

学
級
数
、
教
職
員
数
の
安
定

し
た
確
保
、
見
込
み
が
困
難

と
な
り
、
学
校
運
営
に
支

　

部
活
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
、
相
生
市
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
さ

ら
に
充
実
し
、
子
ど
も

た
ち
が
希
望
や
夢
を
持
て
る

よ
う
、
学
校
や
地
域
の
実
態

に
応
じ
た
民
間
委
託
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て
、

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
回
収
は
、

二
〇
一
五
年
九
月
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で

も
あ
る
、
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
の

「
つ
く
る
責
任
・
使
う
責

任
」
等
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、

今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
む
た

め
に
、
資
源
ご
み
拠
点
回
収

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

各
地
区
拠
点
回
収
場
所

は
、
市
内
四
十
五
カ
所
に
拠

点
を
設
置
し
て
お
り
、
住
宅

の
近
く
に
設
置
し
、
い
つ
で

も
資
源
ご
み
を
出
せ
る
点
、

量
販
店
回
収
場
所
は
、
市
内

六
カ
所
に
設
置
し
て
お
り
、

買
い
物
の
つ
い
で
に
資
源
ご

み
を
出
せ
る
点
、
市
役
所
回

収
場
所
は
、
各
地
区
拠
点
回

収
場
所
や
量
販
店
に
出
せ
な

い
紙
類
や
び
ん
類
な
ど
、
相

生
市
が
定
め
る
す
べ
て
の
資

源
ご
み
が
出
せ
る
点
が
あ
り

ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
各
拠
点

と
も
に
、
常
時
管
理
人
が
居

な
い
た
め
、
資
源
ご
み
以
外

の
ご
み
や
、
分
別
さ
れ
て
い

な
い
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
る

事
で
す
。

動
に
お
い
て
、
最
後
ま
で
大

会
出
場
を
し
、
活
動
の
成
果

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
安
定

し
た
部
活
動
体
制
を
維
持
す

る
こ
と
。
③
複
数
指
導
者
体

制
に
よ
る
安
全
性
の
確
保
を

図
る
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、

廃
部
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

決
定
後
、
ま
ず
二
月
に
、

そ
の
後
の
部
活
動
に
影
響
が

出
て
く
る
令
和
元
年
度
新
一

年
生
や
保
護
者
に
向
け
、
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
四
月
に
は
入
学
後
の

部
活
動
入
部
説
明
会
で
再
度

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
度
に
お

い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
後
の
部
活
動

の
方
針
に
つ
い
て
保
護
者
説

明
会
、
部
活
動
入
部
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

廃
部
に
納
得
が
で
き

て
い
な
い
児
童
、
保
護

者
が
再
度
、
説
明
を
望
む
の

で
あ
れ
ば
、
学
校
側
か
ら
説

明
を
行
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
教
育
委
員
会
か
ら
指
導

を
行
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

　

一
番
大
切
な
こ
と
は

意
思
の
疎
通
で
す
。
お

互
い
信
頼
し
て
よ
く
話
し
合

う
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
学
校
の
ほ
う
に

も
指
導
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

障
を
き
た
す
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
こ
と
が
他
の
生
徒
・
保

護
者
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ

と
。
④
要
件
と
し
て
認
め
た

場
合
、
万
が
一
本
人
の
怪
我

な
ど
に
よ
り
、
運
動
が
続
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
継

続
し
て
同
じ
学
校
に
就
学
を

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ

と
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
要
件
に
加
え
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
三
十
一
年
二
月

に
、
那
波
中
学
校
の
サ

ッ
カ
ー
部
の
廃
部
が
決
定
し

て
か
ら
、
保
護
者
に
よ
る
廃

部
反
対
の
署
名
活
動
が
実
施

さ
れ
、
二
千
二
百
六
十
八
名

の
署
名
が
那
波
中
学
校
に
提

出
さ
れ
た
が
、
廃
部
に
な
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

那
波
中
学
校
教
職
員

が
、
約
三
年
間
と
い
う

時
間
を
か
け
熟
慮
を
重
ね
、

安
定
し
た
持
続
可
能
な
部
活

動
の
体
制
を
検
討
し
、
方
向

性
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
廃
部
に
つ
い
て

は
、
①
那
波
中
学
校
で
は
、

二
十
年
間
ほ
ど
十
部
体
制
を

維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
生

徒
数
が
十
年
間
の
間
に
約

八
十
人
減
少
し
、
部
活
動
数

の
削
減
が
必
要
と
な
っ
て
き

た
こ
と
。
②
所
属
し
た
部
活

答
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％
、
六
年
生
五
十
五
・
一

％
、
中
学
一
年
生
六
十
一･

六
％
、
二
年
生
六
十
四
・
七

％
、
三
年
生
五
十
九
・
四
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
上
の
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
教
育
等
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。

　

兵
庫
県
立
大
の
竹
内

和
夫
准
教
授
指
導
の

下
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
毎

年
小
学
五
・
六
年
生
、
中
学

三
年
生
を
対
象
に
ケ
ー
タ

イ
・
ス
マ
ホ
教
室
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
汚
れ

て
い
る
物
、
金
属
や
生
ご
み

な
ど
の
不
適
合
物
を
職
員
が

手
選
別
し
、
資
源
物
と
し
て

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
化
で
き
な
い
物
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
商
品
が
あ

り
、
今
年
度
よ
り
、
四
十
㎝

以
下
の
物
を
、
可
燃
ご
み
と

し
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
昨
年
度
ま

で
粗
大
ご
み
と
し
て
出
し
、

民
間
業
者
に
処
理
費
を
支
払

い
、
外
部
処
分
し
て
い
ま
し

た
が
、
毎
年
、
処
理
費
が
高

騰
し
続
け
て
お
り
、
市
の
財

政
事
情
や
将
来
の
動
向
を
考

慮
し
た
結
果
、
相
生
市
で
焼

却
処
分
し
た
方
が
安
価
で
処

分
で
き
、
将
来
の
見
通
し
も

立
て
や
す
い
た
め
、
可
燃
ご

み
と
し
ま
し
た
。

　

相
生
市
立
小
中
学
校

適
正
配
置
計
画
に
つ
い

て
、
計
画
の
対
象
期
間
は
平

成
二
十
三
年
四
月
よ
り
十
年

間
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度

が
最
終
年
度
で
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
中
の
矢
野

四
年
は
新
一
年
生
六
人
、
総

人
数
は
六
十
四
人
。
令
和

五
年
は
新
一
年
生
八
人
、
総

人
数
五
十
七
人
。
令
和
六
年

は
新
一
年
生
四
人
、
総
人
数

四
十
四
人
で
す
。

　

地
元
自
治
会
長
・
連

合
自
治
会
長
と
の
合
意

形
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
た
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。　

統
合
問
題
だ
け
を
取

り
上
げ
て
地
元
自
治
会

長
・
連
合
自
治
会
長
と
正
式

に
協
議
を
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

適
正
配
置
計
画
の
今

後
の
方
針
を
お
伺
い
し

ま
す
。

　

現
在
、
教
育
振
興
基

本
計
画
の
見
直
し
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
児
童

生
徒
数
、
社
会
情
勢
に
応
じ

て
専
門
的
な
見
地
、
ま
た
、

地
域
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
市
内
小
中
学
校
の
適
正
配

置
計
画
を
検
討
し
ま
す
。

　

市
内
小
中
学
校
児
童

生
徒
の
ス
マ
ホ
・
携
帯

の
所
持
の
現
状
を
お
示
し
下

さ
い
。

　

平
成
三
十
年
度
の
市

内
小
学
四
年
生
か
ら
中

学
三
年
生
の
調
査
に
よ
る

と
、
小
学
四
年
生
四
十
・
一

％
、
五
年
生
五
十
四
・
一

小
学
校
と
若
狭
野
小
学
校

統
合
凍
結
後
の
経
緯
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　

毎
年
三
月
に
両
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
校

長
、
教
頭
、
教
育
委
員
会
職

員
で
、
相
生
方
式（
※
）の
検

証
と
統
合
に
つ
い
て
意
見
を

伺
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例

年
五
月
の
教
育
委
員
会
定
例

会
に
お
い
て
、
適
正
配
置
計

画
に
基
づ
く
方
針
を
上
程

し
、
児
童
生
徒
数
の
推
移
等

を
説
明
し
、
今
後
の
方
向
性

を
諮
っ
て
い
ま
す
。

　

両
小
学
校
の
今
後
の

児
童
生
徒
数
の
推
移
見

込
み
に
つ
い
て
お
答
え
下

さ
い
。

　

今
後
五
年
間
の
推
移

見
込
み
に
つ
い
て
、
矢

野
小
学
校
は
、
令
和
二
年
は

新
一
年
生
八
人
、
総
人
数

三
十
七
人
。
令
和
三
年
は
新

一
年
生
九
人
、
総
人
数
四
十

人
。
令
和
四
年
は
新
一
年
生

一
人
、
総
人
数
三
十
五
人
。

令
和
五
年
は
新
一
年
生
四

人
、
総
人
数
三
十
四
人
。
令

和
六
年
は
新
一
年
生
三
人
、

総
人
数
三
十
三
人
。

　

若
狭
野
小
学
校
は
、
令
和

二
年
は
新
一
年
生
九
人
、

総
人
数
七
十
九
人
。
令
和

三
年
は
新
一
年
生
十
人
、

総
人
数
七
十
一
人
。
令
和

　

回
収
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

各
地
区
拠
点
回
収
場

所
と
量
販
店
回
収
場
所

に
つ
い
て
の
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど

の
方
に
適
正
な
分
別
の
ご
協

力
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
一

部
可
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
が

混
じ
っ
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

市
役
所
回
収
場
所
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
拠
点
回
収
場

所
で
の
品
目
に
加
え
、
び
ん

や
金
属
類
等
も
回
収
し
て
い

る
た
め
、
そ
れ
に
類
似
し
た

粗
大
ご
み
等
が
投
棄
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
再
利
用
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

全
量
再
利
用
が
望
ま
し
い

が
、
汚
れ
た
も
の
、
四
十
㎝

以
下
の
物
は
燃
焼
物
と
し
て

扱
う
よ
う
で
す
が
、
家
庭
内

で
の
ほ
と
ん
ど
が
該
当
す
る

の
で
、疑
問
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
分
別
に
し
た

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
資
源
化
で
き
る
物

と
で
き
な
い
物
の
二
種
類
に

分
か
れ
、
資
源
化
で
き
る
物

は
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
、こ
れ
は
従
来
ど
お
り
、

資
源
ご
み
と
し
て
出
し
、
リ

問

問

答

答

問

問 答問答 答

問

問

答

問答

①相生市立小中学
　校適正配置計画
　について
②小中学校児童生
　徒のスマホ・携
　帯利用について　　

田
た な か

中　秀
ひ で き

樹

ケータイ・スマホ教室（令和元年実施）

答

（※） 相生方式：統合した場合と同様の教育的効果を得るため、両校の合同授業や連携教育などを行う方式
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
、

赤
穂
保
健
所
管
内
の
市
町
に

お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
実

施
状
況
の
公
表
を
県
に
求
め

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

兵
庫
県
（
本
庁
）
の

疾
病
対
策
課
に
確
認
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
県
単
独
検

査
分
に
つ
い
て
は
把
握
で
き

て
い
る
も
の
の
、
民
間
検
査

機
関
と
あ
わ
せ
た
合
計
数
の

把
握
が
で
き
て
い
な
い
た

め
、
公
表
は
行
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

　

感
染
・
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
、
医
療
、
介

護
・
福
祉
施
設
関
係
者
な
ど

へ
の
定
期
検
査
の
実
施
を
求

め
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

定
期
的
な
検
査
の
実

施
は
、
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
有
効
か
つ
効

果
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

県
で
は
、
検
査
数
に
つ
い

て
、
順
次
、
拡
大
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
医
療
機

関
や
社
会
福
祉
施
設
で
、
ク

り
、
放
課
後
児
童
保
育
や
預

か
り
保
育
等
の
利
用
者
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
利
用
状
況
及
び

評
価
と
課
題
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　

利
用
者
数
は
、
増
加

傾
向
に
あ
り
、
ニ
ー
ズ

も
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

評
価
は
、
事
業
の
拡
大
を

図
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
利

便
性
は
向
上
し
て
い
る
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
、
今
後
と
も
利
用

者
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
対
応
で
き
る
保
育
場

所
及
び
指
導
員
の
確
保
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
子
育
て
支
援
事

業
の
内
容
と
利
用
実
績

及
び
評
価
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　

子
育
て
学
習
セ
ン
タ

ー
の
「
か
る
が
も
ス
ク

ー
ル
」
と
相
生
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
ま
ち
の
子
育
て

広
場
」
が
あ
り
、
就
学
前
児

童
及
び
保
護
者
を
対
象
に
、

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
相

談
し
、
家
庭
や
地
域
の
教
育

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

様
々
な
教
室
や
活
動
を
通
じ

て
、
就
学
前
児
童
の
健
全
育

成
が
図
れ
る
家
庭
環
境
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
本
年
度
は
、
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
保
護
者
同
士

の
情
報
交
換
が
し
や
す
い
こ

と
や
、
広
場
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
育
児
ス
ト
レ
ス

が
軽
減
し
た
と
の
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

　

保
育
所
・
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
対
象
施
設

及
び
実
施
状
況
と
成
果
を
お

伺
い
し
ま
す
。　

　

平
成
二
十
九
年
度
に

創
設
さ
れ
て
お
り
、
市

内
の
私
立
保
育
所
等
六
施
設

が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
実
施
す
る
保
育
士
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
受
講

す
る
必
要
が
あ
り
、
年
に
三

回
程
度
実
施
し
て
お
り
、
約

四
十
名
の
受
講
者
が
あ
り
、

保
育
士
の
待
遇
向
上
と
専
門

性
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
に
つ
い
て
学

校
・
家
庭
と
の
ル
ー
ル

作
り
等
、
連
携
が
不
可
欠
で

す
が
、
利
用
上
の
協
議
等
お

伺
い
し
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ル
ー
ル
の

作
成
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
で
六
十
七
・
八
％
、
中

学
校
で
六
十
九
・
五
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対

し
て
学
習
会
や
講
演
会
を
実

施
し
、
ま
た
、
各
学
校
の
生

徒
会
が
中
心
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ

Ｃ
Ａ
実
践
発
表
会
や
青
少
年

健
全
育
成
大
会
で
、
自
分
達

が
作
っ
た
ル
ー
ル
や
取
組
み

を
紹
介
し
、
家
庭
や
地
域
に

発
信
す
る
取
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　

延
期
と
な
っ
て
い
る

コ
ス
モ
ス
ト
ー
ク
の
開

催
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。　

延
期
理
由
は
、
既
に

連
合
自
治
会
総
務
会
、

及
び
広
報
あ
い
お
い
六
月

号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
延

期
と
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
通
り
の
開
催
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
感

染
症
の
状
況
を
見
な
が
ら
他

の
手
法
を
含
め
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ

ー
ク
や
修
学
旅
行
等
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
思
い

出
に
残
る
貴
重
な
体
験
学
習

の
代
替
案
を
お
伺
い
し
ま

す
。　

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ

ー
ク
は
、
生
徒
が
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た

め
に
実
施
し
て
お
り
、
代
替

と
し
て
ト
ラ
イ
や
る
・
ア
ク

シ
ョ
ン
を
各
校
で
計
画
し
、

生
徒
が
直
接
地
域
に
出
向

き
、
地
域
の
清
掃
活
動
や
環

境
整
備
等
の
体
験
を
通
し

て
、
地
域
住
民
の
一
人
と
し

て
自
覚
を
高
め
る
活
動
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

　

大
切
な
思
い
出
と
な
る
修

学
旅
行
の
中
止
は
、
苦
渋
の

決
断
で
し
た
が
、
生
徒
の
心

情
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
各

中
学
校
の
実
情
や
進
路
関
係

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
学

校
単
位
で
修
学
旅
行
代
替
案

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

保
護
者
の
社
会
進
出

や
働
き
方
改
革
に
よ

問問

問

問

答

答

答

答

①新型コロナウイ
　ルス感染症対策
　によるイベント
　等中止の対応に
　ついて
②放課後児童保育・
　預かり保育事業
　等について

  前
まえかわ

川　郁
いくすけ

典

答

問

問

問

答

① 新型コロナウイ
　ルス感染症対策
　について
②（仮称）地域エ
　ネルギーセン　
　ター（新相生市
　美化センター）　
　について

岩
いわさき

崎　修
おさむ

　

答

問答

放課後児童保育



－ 5 －

相生市議会だより

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
基
準
年
度
評

価
替
え
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
及
び
進
捗
状
況
に
つ
い
て

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

評
価
替
え
は
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
り
三
年

に
一
度
、
土
地
及
び
家
屋
の

適
正
な
時
価
を
求
め
る
た
め

に
評
価
を
見
直
す
も
の
で

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
土

地
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

度
に
不
動
産
鑑
定
士
に
委
託

し
、
そ
の
鑑
定
結
果
を
基

に
、
主
要
な
路
線
価
の
一
平

米
あ
た
り
単
価
の
判
定
、
決

定
等
を
行
い
、
令
和
二
年
度

に
、
主
要
な
路
線
価
以
外
の

路
線
価
を
街
路
の
状
況
等
に

つ
い
て
作
成
し
た
比
準
表
に

基
づ
き
付
設
し
、
令
和
三
年

度
に
、
新
た
な
路
線
価
等
に

よ
り
賦
課
し
ま
す
。

　

家
屋
に
つ
い
て
は
固
定
資

産
評
価
基
準
表
に
よ
り
、
減

価
償
却
を
反
映
し
賦
課
し
ま

す
。

　

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、

評
価
替
え
の
概
念
は
な
く
、

事
業
者
数
等
に
よ
り
税
額
が

大
き
く
変
動
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
本
市
の
固
定

資
産
評
価
事
務
取
扱
要
領
を

見
直
し
、
令
和
三
年
度
の
評

価
替
え
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

家
屋
評
価
に
か
か
る

新
築
建
物
の
再
調
査
及

び
改
築
、
改
修
の
建
物
評
価

の
考
え
方
に
つ
い
て
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　

新
築
建
物
に
つ
い
て

は
、
法
務
局
か
ら
登
記

が
な
さ
れ
た
通
知
を
受
け
、

所
有
者
に
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
を
確
認
し
た
後
、
家
屋

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
増
改
築
等
が
実

施
さ
れ
な
い
限
り
、
再
調
査

は
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

改
築
及
び
改
修
さ
れ
た
建

物
の
評
価
は
、
床
面
積
や
用

途
変
更
の
登
記
が
あ
っ
た
場

合
、
ま
た
は
、
申
し
出
が
あ

っ
た
場
合
等
に
、
家
屋
調
査

を
再
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
に
つ
い
て

の
実
地
調
査
の
件
数
に

つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

償
却
資
産
は
、
納
税

義
務
者
が
一
月
三
十
一

日
ま
で
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
申
告
制
の
た

め
、
申
告
漏
れ
や
申
告
誤
り

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
毎
年

度
、
十
件
程
度
を
業
種
や
過

去
の
資
産
の
申
告
状
況
か
ら

抽
出
し
、
固
定
資
産
台
帳
等

の
提
出
を
依
頼
す
る
と
と
も

に
、
税
務
署
に
出
向
き
、
該

当
の
国
税
提
出
資
料
を
閲
覧

し
、
申
告
内
容
の
照
合
調
査

　

固
定
資
産
税
に
か
か

る
土
地
評
価
の
調
査
方

法
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ

い
。　

土
地
の
評
価
は
、
原

則
と
し
て
登
記
簿
上
の

地
目
に
関
係
な
く
、
現
況
の

地
目
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。
調
査
の
方
法
は
、
法
務

局
か
ら
の
登
記
情
報
・
地
籍

調
査
の
結
果
・
農
地
転
用
届

出
に
よ
る
地
目
や
地
籍
の
異

動
状
況
等
を
把
握
し
た
上

で
、
現
地
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

調
査
時
期
は
、
順
次
、
現

地
に
出
向
き
行
っ
て
い
ま
す

が
、
賦
課
期
日
が
一
月
一
日

の
た
め
、
宅
地
造
成
な
ど
土

地
の
形
状
等
の
変
更
が
予
測

さ
れ
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

再
度
十
二
月
に
調
査
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
地
調
査

は
、
市
内
を
一
班
二
名
体
制

で
二
班
で
区
切
っ
て
調
査
し

て
お
り
、
調
査
に
行
く
際
に

は
、
近
隣
土
地
の
現
況
に
も

目
を
配
り
、
状
況
に
変
化
が

な
い
か
を
把
握
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

式
に
は
様
々
な
懸
念
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

赤
穂
市
も
不
参
加
と
な
り
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
今
後

の
検
討
に
つ
い
て
、
お
伺
い

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
よ

り
、
赤
穂
市
と
の
ご
み

処
理
広
域
化
に
向
け
、
検
討

を
始
め
て
い
ま
す
。
平
成

三
十
年
度
に
、
ご
み
処
理
広

域
化
基
本
構
想
を
策
定
し
、

民
設
民
営
の
事
業
実
現
性
が

あ
る
と
し
、
相
生
市
を
申
請

主
体
に
実
現
可
能
性
調
査
の

補
助
申
請
を
し
ま
し
た
が
、

不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
構
想
の
実
現
化
に
向

け
、
民
間
企
業
主
体
の
公
民

連
携
協
定
事
業
基
礎
調
査
検

討
委
員
会
が
発
足
し
、
相
生

市
、
赤
穂
市
と
も
に
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
事

業
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
赤
穂
市
が
参
画
を

見
送
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
計

画
処
理
規
模
、
割
合
等
を
改

め
て
検
討
す
る
等
、
引
き
続

き
民
設
民
営
で
の
施
設
整
備

を
基
本
に
、
将
来
に
わ
た
り

安
全
で
安
定
し
た
廃
棄
物
処

理
の
方
式
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
場
合
の
み
、
濃
厚
接
触

者
以
外
に
も
幅
広
く
、
検
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
県
の
指
導
に
よ
る
実

施
状
況
及
び
費
用
面
等
に
つ

い
て
総
合
的
に
勘
案
し
、
市

単
独
で
の
実
施
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
経
済
・
雇
用

情
勢
と
対
応
に
つ
い

て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
経
済
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
、
市
内

事
業
者
か
ら
も
厳
し
い
状
況

や
支
援
を
求
め
る
声
を
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

経
営
継
続
支
援
事
業
に

は
、
県
と
市
の
事
業
合
計
で

約
五
百
件
の
中
小
事
業
者
が

申
請
さ
れ
、
経
営
の
厳
し
さ

を
示
す
結
果
と
捉
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
状
況
を
よ
く
把

握
し
な
が
ら
、
相
生
の
経
済

や
雇
用
を
守
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
新

相
生
市
美
化
セ
ン
タ
ー
）
の

建
設
概
要
が
示
さ
れ
、
地
元

の
千
尋
自
治
会
へ
の
説
明
も

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
般
廃

棄
物
の
処
理
の
責
任
は
市
に

あ
り
、
民
設
民
営
の
事
業
方

答 問

答

答

問

答

問

　固定資産税につ
　いて

田
た な か

中　政
まさゆき

幸

問

答問

問

答
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令和２年第４回（９月）定例会の
議決結果議員別の賛否

議案等番号 議案等の名称
議決
結果

田
中　

政
幸

森
下　

髙
明

中
野　

有
彦

宮
艸　

真
木

土
井　

本
子

田
中　

秀
樹

前
川　

郁
典

後
田　

正
信

渡
邊　

慎
治

岩
崎　
　

修

楠
田　

道
雄

三
浦　

隆
利

大
川　

孝
之

角
石　

茂
美

９
月
定
例
会

報告第９号 令和元年度相生市健全化判断比率及び資金不
足比率の報告について 了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
、
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○

報告第１０号 株式会社あいおいアクアポリスの経営状況に
ついて報告 了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第１1 号 令和２年度相生市一般会計補正予算について
処分の件報告 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第４８号 市有財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第４９号 令和２年度相生市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５０号 令和２年度相生市介護保険特別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５１号 令和２年度相生市病院事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５２号 公平委員会の委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第５３号 教育委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第１号 滅び行く町相生事件についての陳情書 不採択 × × × × × × × × × × × × ×

意見書案
第  2  号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　【賛成（採択）○　/　反対（不採択）× 】

【議員名は議席順です 】

委
員
会
の
審
査
か
ら

 

民
生
建
設
常
任
委
員
会

　
　（
八
月
二
十
七
日  

開
催
）

「
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
」

　

障
害
者
の
高
齢
化
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

六
十
四
歳
ま
で
は
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
で
あ
る
が
、
六
十
五
歳
に

な
る
と
基
本
的
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
給
付
を
優

先
す
る
こ
と
と
な
る
。
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
に
相
当
す
る

も
の
が
無
い
場
合
は
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き

使
え
る
よ
う
手
続
き
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

る
よ
う
、
障
害
福
祉
部
門
と

介
護
福
祉
部
門
と
が
連
携
を

密
に
し
、
調
整
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

第
一
期
障
害
児
福
祉

計
画
の
成
果
、
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
に
し
て
き
た

の
か
。

　

圏
域
に
お
い
て
、
一

カ
所
以
上
の
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る

計
画
目
標
に
つ
い
て
は
、
播

問答 答問
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実
質
赤
字
比
率
」
は
、
実
質

収
支
が
黒
字
の
た
め
該
当

な
し
。「
実
質
公
債
費
比
率
」

は
十
四
・
〇
％
「
将
来
負
担

比
率
」
は
九
十
一
・
五
％
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全

化
基
準
以
下
で
あ
る
。ま
た
、

公
営
企
業
に
係
る
「
資
金
不

足
比
率
」
に
つ
い
て
も
、
各

会
計
に
資
金
不
足
が
生
じ
て

い
な
い
た
め
該
当
な
し
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

◇
株
式
会
社
あ
い
お
い
ア
ク

　

ア
ポ
リ
ス
の
経
営
状
況
に

　

つ
い
て
報
告

・
事
業
の
計
画
及
び
決
算
に

関
す
る
第
二
十
九
期
事
業
報

告
書
、
貸
借
対
照
表
等
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

◇
令
和
二
年
度
相
生
市
一
般

　

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

処
分
の
件
報
告

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
こ
と
に
よ
る
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
市
内
小
・
中

学
生
に
涼
感
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ

ル
を
配
布
す
る
経
費
等
に
つ

い
て
、
予
算
の
専
決
処
分
を

し
た
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

◇
市
有
財
産
の
取
得
に
つ
い

　

て
・
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購
入
す
る

も
の
で
す
。　

「
市
民
病
院
の
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
」

　

市
民
病
院
に
お
け
る

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
補
助
額
は
い

く
ら
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
活
用
を
考
え
て
い
る
の

か
。　

市
民
病
院
の
補
助
金

額
は
四
百
七
十
五
万
円

で
あ
り
、
空
気
清
浄
機
や
サ

ー
マ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
、
感
染

拡
大
防
止
に
効
果
的
な
備
品

の
購
入
を
考
え
て
い
る
。　

　

無
症
状
の
患
者
が
感

染
を
拡
大
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

民
間
業
者
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
抗
原
検
査
を
行

う
よ
う
に
な
り
、
無
症
状
の

方
に
対
し
て
も
自
己
負
担
で

検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

市
民
病
院
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
や
抗
原
検
査
を
行
え
る
体

制
を
整
備
し
、
感
染
拡
大
を

防
止
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

「
地
域
創
生
（
進
行
管
理
）

に
つ
い
て
」

磨
科
学
公
園
都
市
に
お
い

て
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」
が
開
設

さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
当
該
セ
ン
タ
ー
の
支
援

を
受
け
て
い
る
。
そ
の
他
の

各
施
設
の
整
備
や
体
制
に
つ

い
て
も
概
ね
達
成
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
に

向
陽
台
に
放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
が
開
設
さ
れ
た

が
、
利
用
者
が
多
く
、
順
番

待
ち
と
な
っ
て
お
り
、
市
外

の
施
設
を
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

市
と
し
て
も
各
事
業
者
に

対
し
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
等
の
開
設
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

親
な
き
後
の
障
害
者

の
自
立
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

　

平
成
二
十
九
年
度
に

総
合
福
祉
会
館
内
に
障

害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
た
。
障
害
福
祉

の
核
と
な
る
機
関
で
、
総
合

的
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
障
害
者

の
自
立
支
援
に
努
め
て
い
き

た
い
。

 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　（
八
月
二
十
八
日  

開
催
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
在
宅
勤
務

が
増
え
て
き
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
在
宅
勤
務
に
合
わ

せ
た
施
策
は
考
え
て
い
る
の

か
。　

今
の
と
こ
ろ
要
望
等

は
な
い
が
、
何
か
で
き

る
も
の
は
な
い
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

特
別
指
定
区
域
制
度

の
活
用
と
あ
る
が
、
市

街
化
調
整
区
域
内
で
は
農
地

法
等
の
制
約
が
あ
る
。
他
市

に
お
い
て
は
、
条
件
を
緩
和

し
て
土
地
の
流
動
化
を
進
め

る
施
策
を
出
し
て
い
る
が
、

現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。　　

相
生
市
の
全
て
が
都

市
計
画
区
域
に
な
っ
て

お
り
、
都
市
計
画
区
域
と
そ

の
他
区
域
を
持
つ
他
市
と
は

条
件
が
異
な
る
。

　

昨
年
、
都
市
整
備
課
に
お

い
て
土
地
利
用
計
画
が
策
定

さ
れ
た
。
都
市
計
画
法
等
の

中
で
、
ど
う
い
っ
た
形
で
進

め
て
い
く
の
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。　

「
行
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
」

　

財
政
調
整
基
金
残
高

十
億
円
確
保
を
目
標
と

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
方
な
の
か
。

◇
令
和
元
年
度
相
生
市
健
全

　

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

　

足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

・「
実
質
赤
字
比
率
」「
連
結

【
事
件
案
件
】

問答 問答

問答

問答問答

【
報
　
　
告
】

九
月
議
会
で

　
　
決
ま
っ
た
こ
と

　

一
般
的
に
財
政
調
整

基
金
は
、
標
準
財
政
規

模
の
十
％
程
度
を
目
安
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

相
生
市
の
標
準
財
政
規
模

は
約
八
十
億
円
で
あ
り
、
そ

の
十
％
以
上
と
な
る
十
億
円

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

行
財
政
健
全
化
計
画

を
策
定
す
る
に
当
た
っ

て
の
心
構
え
や
基
本
の
考
え

方
は
ど
う
か
。

　

市
の
計
画
の
柱
で
あ

る
総
合
計
画
を
実
行
す

る
た
め
の
財
政
運
営
を
考

え
、
行
財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。

　

市
税
、
地
方
交
付
税

は
今
後
減
少
す
る
と
想

定
さ
れ
る
が
、
本
計
画
に
お

い
て
、
そ
れ
ら
の
見
込
み
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

今
後
十
年
間
の
収
支

見
通
し
で
は
、
市
税
、

地
方
交
付
税
と
も
増
え
る
こ

と
は
難
し
い
と
の
見
方
を
し

て
い
る
。

答 答問 問

問

答
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第
六
次
相
生
市
総
合
計
画

に
関
す
る
基
本
構
想
を
審
査

す
る
た
め
、
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
次
の
と
お
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長  

宮
艸
　
真
木

　
副
委
員
長  

渡
邊
　
慎
治      

　
委
　
　
員  

中
野
　
有
彦

　  

　
〃
　
　 

田
中
　
秀
樹

　
　
〃
　
　 

岩
崎
　
　
修

〃
　
　 

大
川
　
孝
之

〃
　
　 

角
石
　
茂
美

　

 

　
令
和
元
年
度
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
状
況
を
審
査
す

る
た
め
、
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
次
の
と
お
り
選

◇
滅
び
行
く
町
相
生
事
件
に

　
つ
い
て
の
陳
情
書

・
九
月
議
会
で
次
の
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
直
ち
に
関
係

機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

　
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

　
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

　
求
め
る
意
見
書

◇
令
和
二
年
度
相
生
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算

◇
令
和
二
年
度
相
生
市
介
護

　
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

◇
令
和
二
年
度
相
生
市
病
院

　
事
業
会
計
補
正
予
算

・
補
正
の
主
な
も
の
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
よ
る
備
品
等
購
入
費

用
、
市
民
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
自
己
負
担
額
五
百
円
と

す
る
た
め
の
助
成
経
費
等
で

す
。

◇
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て

　
次
の
方
の
選
任
に
同
意
し

　
ま
し
た
。

相
生
市
大
石
町

　
　
　
　
一
番
二
十
七
号

　
永な

が
い井

　
光み

つ
ひ
ろ弘

　
さ
ん

◇
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

　
次
の
方
の
任
命
に
同
意
し

　
ま
し
た
。

相
生
市
那
波
本
町

　
　
　
　
　
　
七
番
一
号

　
萩は

ぎ
わ
ら原

　
喜よ

し
き樹

　
さ
ん

相
生
市
若
狭
野
町
下
土
井

　
　
　
　
　
二
十
七
番
地

　
西に

し
だ田

　
香き

ょ
う
こ子

　
さ
ん

●相生市議会だよりは再生紙を使用しています。

【
人
　
　
事
】

＜８月＞
10　議会報第 138号発行
27　民生建設常任委員会
　　会派代表者会議
28　総務文教常任委員会
＜９月＞
  1　議会運営委員会
　　会派代表者会議
  8　本会議 開会
  9　本会議 再開
10　民生建設常任委員会
11　総務文教常任委員会
17　本会議 閉会
　　決算審査特別委員会
　　議会運営委員会
25　議会報編集委員会
＜ 10月＞
  6　決算審査特別委員会
  7　決算審査特別委員会
19　総合計画特別委員会
20　総合計画特別委員会
　　会派代表者会議
23　議会報編集委員会
＜ 11月＞
  5　全国市議会議長会 理事会・
　　評議員会合同会議（東京都）
  6　播但市議会議長会（赤穂市）
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議会活動状況

　　☆★☆議会開催予定☆★☆

　次の定例会は、１１月３０日（月）から、
開催する予定です。
　本会議及び委員会の日程は、決まり次第、
相生市議会のホームページに掲載します。
　問合せ先：議会事務局 ☎２３ー７１２２
　http://www.city.aioi.lg.jp/site/gikai/
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 会の日程から選

ぶ

 録画映像)

 会の日程から選んで

視聴できます。

 員の名前から選

ぶ

 録画映像)

 員の名前から選んで

視聴できます。

会派の名前から選

ぶ

 録画映像)

会派の名前から選んで

視聴できます。

録画映像の検索

 録画映像)

会 名・会 日・ 員

名・会派名・フリー

キーワードの条件で映

像を検索することがで

きます。

＜注意（免責）事項＞

 この 会中継（映像および音声）は相生市 会の公式記録ではありません。本会 の公式な記録は、本

会 録（文字）をご覧ください。

 スマートフォンによる視聴は、パケット通信料定額制の加入契約をしていない場合、通信事業者から高

額な料金を請求される場合がありますので特にご注意ください。

 インターネット回線の状況、そのほか視聴者側のスマートフォン・パソコンの環境などにより、映像や

音声が途切れる、または停止するなど正常に視聴できないことがあります。

 映像が正常に視聴できない、あるいは視聴することにより何らかの損害が生じた場合においても、本市

 会は一切責任を負いません。

 相生市 会録画映像配信では、汎用性を考慮し、JIS第2水準までの漢字を使用しています。このため

人名や地名など、実際の表記と一部異なる場合があります。正しい文字につきましては「相生市議会会

 録」等にてご確認ください。
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　録画映像は本会議終了後、およそ7日後（土・日曜日、祝日を除く）までに
配信しています。相生市議会録画映像配信のホームページにアクセスしてご覧
ください。　　　　▶http://www.kensakusystem.jp/aioi-vod/index.html

　相生市議会インターネット録画映像配信しています


